
前住職の本山収骨（令和７年 3 月 26 日・本山東本願寺にて、左は順慶寺御内仏からの出発）

【1】　　　　2025 年 3月 28 日発行

◆◇ 本山の須弥壇収骨 ◇◆
東本願寺では、 宗祖御影のもとに収骨をする須弥壇収骨を実施している。 故人を亡くされた多くの御門徒

の方が、 末寺を通して、 本山の須弥壇収骨をされている。 順慶寺の前住職も、 逝去以来五年の年月が

過ぎたが、 3月26日、 住職・住職兄の家族によってようやく本山収骨がなされた。

◇ 

相
手
に
勝
つ
こ
と
は
本
当
の
勝
利
で
は
な
い 

◇

今
月
の
釈
尊
の
言
葉
は
、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
よ
り
、

「
百
万
の
敵
に
勝
つ
こ
と
よ
り
も

己
独
り
に
う
ち
克
つ
人
こ
そ

実
に
最
上
の
勝
者
で
あ
る
。

つ
ね
に
行
い
を
慎
み

自
己
を
制
す
る
人

か
れ
の
克
ち
得
た
勝
利
を

敗
北
さ
せ
る
こ
と
は
、
神
も
悪
魔
も
で
き
な
い
。」

（
第
一
〇
三
、一
〇
四
、一
〇
五
偈
よ
り
）

か
ら
の
出
典
で
す
。

４
月
、
い
よ
い
よ
新
入
学
、
新
学
期
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
新
た
な
門
出
を
さ
れ
る
と
き
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
て
、
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー
ト

と
な
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
た
だ
、
そ
の
中
で

や
が
て
五
月
病
と
も
言
わ
れ
る
、
無
気
力
状
態
に
な
る

人
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
こ
そ
、
今
月
の
釈
尊

の
言
葉
は
深
い
意
味
を
持
ち
ま
す
。

こ
の
話
は
、
釈
尊
が
祇
園
精
舎
に
滞
在
さ
れ
て
い
た

と
き
、
い
つ
も
勝
ち
負
け
や
損
得
ば
か
り
を
考
え
て
い

る
バ
ラ
モ
ン
か
ら
の
質
問
か
ら
出
た
一
節
で
す
。

あ
る
と
き
、
バ
ラ
モ
ン
が
釈
尊
に
自
身
に
と
っ
て
損

に
な
る
こ
と
は
何
か
、
と
尋
ね
た
の
で
、
釈
尊
は
、

「
朝
寝
坊
、
怠
惰
、
憤
怒
、
長
す
ぎ
る
安
穏
、
一
人
で

道
を
行
く
こ
と
、
他
人
の
妻
に
近
づ
く
こ
と･･･

」

と
答
え
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
釈
尊
は
、
バ
ラ
モ
ン

の
損
得
を
考
え
る
本
質
を
見
抜
き
、

「
あ
な
た
は
、
賭
博
が
好
き
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
あ

な
た
に
勝
ち
が
あ
り
ま
す
か
。
相
手
に
勝
っ
た
わ
ず
か

ば
か
り
の
勝
利
は
大
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
煩
悩
に
克
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
に
う
ち
克

つ
も
の
は
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
、
そ
の
勝
利

は
何
人
も
敗
北
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
」
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2025 年 4 月号　　　　【2】

こ
の
と
こ
ろ
、
連
日
、
山
が
燃
え
る

「
山
火
事
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
映
像
で
見
る
と
、
バ
チ
バ

チ
と
音
を
た
て
て
山
全
体
が
煙
や
炎
に

覆
わ
れ
る
様
は
恐
ろ
し
く
、
消
火
活
動

の
困
難
さ
は
一
目
瞭
然
で
す
。

昨
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
や
一
昨
年
の

ハ
ワ
イ
な
ど
遠
い
外
国
で
の
出
来
事
と

思
っ
て
い
た
山
火
事
。
ま
さ
か
日
本
で

も
起
こ
る
な
ん
て
目
を
疑
い
ま
す
。
地

震
や
豪
雨
災
害
な
ど
自
然
災
害
の
多
い

日
本
で
す
が
、
山
火
事
と
い
う
災
害
も

仲
間
入
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

た
だ
豪
雨
や
山
火
事
な
ど
は
、
気
候

変
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
大
き
い
こ
と
を
思
え
ば
人
災
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

便
利
さ
を
追
求
し
て
き
た
先
に
そ
れ

に
倍
す
る
苦
難
を
背
負
う
と
い
う
痛
烈

な
し
っ
ぺ
返
し
。
赤
く
燃
え
る
山
火
事

の
炎
を
見
て
恐
ろ
し
く
思
う
の
は
そ
ん

な
人
間
の
エ
ゴ
の
罪
深
さ
を
見
せ
つ
け

ら
れ
て
い
る
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
話
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

損
得
を
考
え
、
相
手
に
先
ん
ず
る
こ
と
を

こ
と
を
深
く
戒
め
ら
れ
た
お
言
葉
で
し
た
。

◇ 

慢
心
か
ら
抜
け
出
す
道 

◇

「
①

お
っ
さ
ん
（
和
尚
さ
ん
の
こ
と
）、
ど
こ

で
も
出
て
き
て
偉
そ
う
に
し
て
い
る
か
ら
、

ど
う
に
か
な
ら
ん
か
」

こ
の
言
葉
は
、
か
な
り
前
、
と
あ
る
温
泉

の
薄
暗
く
な
っ
た
露
天
風
呂
で
、
ど
こ
か
の

老
人
ク
ラ
ブ
ら
し
き
旅
行
で
来
て
い
た
一
行

の
方
が
ふ
と
漏
ら
し
た
愚
痴
話
で
す
。
湯
船

に
つ
か
っ
て
、
気
楽
な
気
持
ち
で
話
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
と
な
り
に
い
た

全
く
無
関
係
だ
と
は
い
え
僧
侶
で
あ
る
私
に

は
、
充
分
に
き
つ
い
言
葉
だ
っ
た
の
で
、
今

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
ひ
と
言
で
す
。

当
時
、
僧
侶
に
な
る
た
め
に
、
仏
教
の
勉

強
を
し
て
、
読
経
の
鍛
錬
を
し
て
、
人
と
し

て
正
し
い
道
を
教
え
込
ま
れ
て
、
大
学
を
卒

業
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
こ
の

言
葉
を
聞
い
て
か
ら
、
何
だ
か
い
つ
も
偉
そ

う
に
し
そ
う
な
自
分
が
見
え
て
き
て
、
自
分

が
進
む
べ
き
道
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
心
底

困
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
、
真
宗
の
碩せ
き

学が
く
②

金か
ね

子こ

大だ
い

榮え
い

先
生

は
、
自
身
が
学
生
に
向
か
っ
て
立
っ
た
と
き
、

様
々
な
学
生
の
顔
が
見
え
て
き
て
、
自
身
の

人
生
観
を
話
す
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
、

「
学
生
は
私
の
領
解
を
証
明
し
て
く
だ
さ
る

諸
仏
で
あ
る
。
そ
う
見
え
た
時
に
は
じ
め
て

教
壇
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
」（『
③

幡
谷
明

講
話
集
』
第
７
巻
よ
り
）

と
述
懐
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
考
え
て
み
る
と
、
精
一
杯
の
勉
強
を
し

て
も
、
本
当
に
意
味
で
は
、
相
手
の
方
を

諸
仏
と
し
て
敬
い
、
相
手
の
話
を
聞
い
て
い

く
こ
と
が
、
自
身
の
慢
心
か
ら
抜
け
出
す
道

だ
っ
た
の
だ
と
頷
け
ま
す
。

①
【
おっ
さ
ん
】（
僧
侶
の
呼
び
名
）　

日
蓮
宗
で
は
、
お
坊
さ
ん
の
こ
と
を
一
般
的

に
「
お
上
し
ょ
う

人に
ん
」、
浄
土
宗
や
禅
宗
で
は
「
和お

尚し
ょ
うさ
ん
」、
天
台
宗
で
は
「
和か

尚し
ょ
う」、
真
言
宗

で
は
「
和わ

尚じ
ょ
う」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
禅
宗
の

住
職
を
「
方
ほ
う

丈じ
ょ
うさ
ん
」。
浄
土
真
宗
の
住
職

を「
御ご

院い
ん
さ
ん
」と
も
呼
ぶ
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
よ
り
）

②
【
金
子
大
榮
】

明
治
14
年
5
月
3
日-

昭
和
51
年
10
月
20

日
、
明
治
～
昭
和
期
に
活
躍
し
た
真
宗
大

谷
派
僧
侶
、
仏
教
思
想
家
。
前
近
代
に
お

け
る
仏
教
・
浄
土
真
宗
の
伝
統
的
な
教
学
・

信
仰
を
、
広
範
な
学
識
と
深
い
自
己
省
察

に
も
と
づ
く
信
仰
と
に
よ
っ
て
受
け
止
め
直

し
、
近
代
思
想
界
・
信
仰
界
に
開
放
し
た
。

（Wikipedia

よ
り
）

②
【
幡
谷
明
講
話
集
】

令
和
６
年
か
ら
大
谷
大
学
名
誉
教
授
・
幡

谷
明
先
生
の
教
え
子
に
よ
っ
て
幡
谷
先
生
の

逝
去
後
、
編
集
さ
れ
出
版
さ
れ
た
、
講
義

や
講
演
集
。
全
七
巻
。

《
第
六
十
回
　
歴
史 

》

先
日
、
二
十
一
組
の
門
徒
会
研
修

に
て
、
本
願
寺
成
立
の
歴
史
に
つ
い

て
の
講
義
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

同
朋
大
学
で
も
東
本
願
寺
の
歴
史

を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ご
講
義
さ

れ
る
先
生
に
よ
っ
て
視
点
が
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
異
な
る
見
え
方

を
す
る
の
が
興
味
深
い
と
感
じ
ま
し

た
。ま

た
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
称
え
て
い
る
お
念
仏
も
、
多

く
の
ご
苦
労
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て

こ
そ
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
だ
と
、

改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

花
ま
つ
り
に
甘
茶
。
こ
れ
は
つ

き
も
の
で
す
ね
。
お
釈
迦
様
が

誕
生
さ
れ
た
と
き
に
、
甘
露
の
雨
が
降
っ

て
産
湯
を
満
た
し
た
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら

お
釈
迦
様
の
誕
生
日
の
４
月
８
日
に
は
、

甘
い
お
茶
を
か
け
て
、
お
釈
迦
様
の
誕
生

を
祝
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
甘
茶
の
甘
さ
は
、
独
特
で
す

ね
。
順
慶
寺
で
も
毎
年
花
ま
つ
り
を
し
て
、

甘
茶
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
は

い
つ
も
恐
る
恐
る
飲
ん
で
い
ま
す
。

甘
茶
は
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
の
落
葉
性
の

低
木
で
、
若
葉
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
よ
く
使
わ
れ
て

い
る
バ
ラ
科
の
甜
茶
も
甘
い
で
す
が
、
甜

茶
と
は
全
く
違
う
も
の
ら
し
い
で
す
。
聞

く
と
こ
ろ
で
は
、
中
国
に
は
、
日
本
で
使

わ
れ
て
い
る
甘
茶
は
な
い
そ
う
で
す
。

甘
茶
の
甘
さ
は
、
ア
マ
チ
ャ
の
葉
に
含

ま
れ
る
「
フ
ィ
ロ
ズ
ル
チ
ン
」
と
い
う
天

然
の
甘
味
成
分
に
よ
っ
て
甘
く
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
甘
さ
は
、
砂
糖
の
千
倍
な

の
に
、
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
糖
尿
病
に
も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

た
の
で
、
か
つ
て
は
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
甘
茶
に
は
飲
み
過
ぎ
の
注
意

も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
甘
茶

を
飲
ん
だ
子
供
が
、
軽
い
中
毒
症
状
を
お

こ
す
こ
と
も
あ
る
そ
う
な
の
で
、
順
慶
寺

で
は
ほ
ん
の
少
し
だ
け
出
し
て
い
ま
す
。

花まつりでいただく甘茶花まつりでいただく甘茶
はちょっと苦手だけど、はちょっと苦手だけど、

お茶なのになんで甘いのかな？お茶なのになんで甘いのかな？

山
火
事

コーナーコーナー



先
日
、
あ
る
お
宅
で
、
法
事
を
勤
め
さ
せ

て
頂
い
て
い
る
と
き
、
読
経
中
に
突
然
雷
が

な
り
、
嵐
の
よ
う
な
風
が
吹
い
て
き
ま
し
た
。

読
経
後
、
施
主
い
わ
く
、
故
人
が
戻
っ
て
座
っ

て
お
ら
れ
た
と
。
お
経
を
い
た
だ
く
ご
縁
に
、

故
人
が
同
席
さ
れ
た
な
ら
ば
、
本
当
に
有
り

難
い
こ
と
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。（
住
）

･･･････････････････････････

こ
の
ご
ろ
、
黄
砂
か
、
花
粉
の
た
め
か
、

夜
に
な
る
と
目
や
鼻
の
か
ゆ
み
が
ひ
ど
く
な

り
、
な
か
な
か
治
ま
り
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く

の
付
き
合
い
と
な
り
そ
う
で
す
。（
若
）

【3】　　　　2025 年 3月 28 日発行

３
月
度
護
寺
会
物
故
者
（
敬
称
略
）

令
和
７
年
４
月
よ
り
、
順
慶
寺
護
寺
会

令
和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
そ
れ

を
前
に
、
令
和
７
年
度
護
寺
会
役
員
名
簿

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

聡
桂
院
釋
保
定

3
月
5
日
寂 

加
藤　

保（
94
）

大
久
屋
前
川
組	

加
藤
一
由
岐
様
の
父

謙
正
院
釋
尼
妙
清

3
月
25
日
寂 

岡
本
清
子（
94
）

市
場
下
組	

岡
本
和
重
様
の
母

◆
竹
藪
整
備
を
実
施
＝ 

さ
る
3
月
7
日
、

3
月
14
日
、
総
代
OB
有
志
10
名
ほ
ど
で
、
タ

ケ
ノ
コ
掘
り
に
向
け
て
、
相
木
国
男
氏
所
有

の
竹
林
を
整
備
し
た
。
な
お
、
3
月
31
日
に

は
タ
ケ
ノ
コ
の
試
し
掘
り
を
す
る
予
定
。

◆
護
寺
役
員
年
番
会
を
開
催
＝ 

さ
る
3
月

8
日
、
令
和
7
年
度
の
護
寺
役
員
年
番
に
対

す
る
説
明
会
が
、
80
名
ほ
ど
の
参
加
者
を
順

慶
寺
本
堂
に
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
墓
地
管
理
委
員
会
を
開
催
＝ 

さ
る
3
月

21
日
、
墓
地
管
理
委
員
会
を
開
催
。
会
計
報

告
、
墓
地
裏
口
の
工
事
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

い
よ
い
よ
４
月
６
日
、
刈
谷
市
み
な
く
る
広
場
・

ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
（
JR
刈
谷
駅
前
）
に
て
、
刈
谷

市
仏
教
会
主
催
の
花
ま
つ
り
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

花
ま
つ
り
は
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
を
祝
う

催
し
で
、
順
慶
寺
で
も
４
月
12
日
に
行
う
予
定

で
す
が
、
刈
谷
市
仏
教
会
で
は
、
甘
茶
か
け
の
他
、

様
々
な
出
店
、
雅
楽
・
お
囃
子
・
よ
さ
こ
い
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
、
座
禅
体
験
、
仏
事
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
串
和
菓
子
も
登
場
す
る
予
定
。

是
非
、
こ
の
機
会
に
花
ま
つ
り
に
行
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
詳
細
は
順
慶
寺
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

さ
る
３
月
５
日
、
元
大
久
屋
前
川
組
総
代
、

加
藤
保
氏
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
加
藤
氏
は
、

㈱
デ
ン
ソ
ー
を
退
職
さ
れ
た
後
、
順
慶
寺
総
代
、

御
遠
忌
委
員
を
務
め
ら
れ
、
順
慶
寺
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
前
住
職
と
同
年
で
も
あ
り
、

晩
年
に
は
、
前
住
職
の
良
き
囲
碁
相
手
で
し
た
。

加
藤
保
氏
逝
去

元
大
久
屋
前
川
組
総
代
・
旧
御
遠
忌
委
員

精
明
院
釋
了
勝

3
月
7
日
寂 

加
藤
勝
曠（
82
）

高
畑
組	

加
藤
美
香
子
様
の
父

教
信
院
釋
尼
妙
豊

3
月
26
日
寂 

志
水
と
よ
子（
97
）

下
高
根	

志
水
孝
則
様
の
母

北尾組 相木　国男 筆頭参与 岡本　巧 高畑組 岡川　明秀

市場上組 岡本　博和 参与７名 田島　明雄 杉浦　新八 今川東組 塚本　誠

護寺会長 大久屋前川組 池田　重晴 小松　俊哉 鬼頭　武久 岡本　清 市場下組 岡本知佐子

池浦　雅博 池浦　良淳

市場上組 市場下組 高畑組 大久屋前川組 泉田西組 山ノ端組 今川西組 今川東組

（会計） （記録） （副会長） （書記） （副会長） （門徒会）

岡本　邦夫 岡本　太 岡川　明秀 横山　髙嶺 塚本　良司 岡本　正

相談役 神谷　昭好 岡本　清 ― 酒井　喜行 塚本　年雄 塚本　誠

◎岡本　晋　 杉浦　英明 磯村　光洋 ◎池田　末子 ◎岡川　経康 鈴木　基晴 ◎塚本　由平 塚本　宗平

酒井　鎬文 岡本　清 森本とよ子 津田　浩之 佐野　繁樹 横井　愛子 佐々岡浩司 塚本　誠

岡本　高弘 岡本　正博 加藤　晃司 鈴木　淳二

久野　利夫 酒井　徹 塚本　忠

平松組 来迎寺組 西丘組 一里山組 落合組 北尾組 近崎組 下高根地区 荒井地区

総　代 清水　勝 都築　一郎 杉浦　正樹 酒井　和行 志水　和則 徳永　治 相木　康憲 － －

清水　英介 （総代兼任） 杉浦　春幸 （総代兼任） 志水　謙三 （総代兼任） （総代兼任） 志水　孝則 相羽　篤

清水　大輔 前谷　和昭 竹内　敬三

神谷　昭好 （執行部ＯＢ） 委員長 副委員長 会計 監事

清水　勝 （護寺会総代） 鈴木　市成 岡本　英文 岡川　司 岡川　一夫

順慶寺墓地
管理委員会

尾張地区

総代
執行部

事務局
（散在統括）

会計
監査役

年　番

年　番

（三河・尾張）
三河地区

（渉外）

岡川　一夫

―

順慶寺

令和７年度　順慶寺役員年番・就任予定者名簿

責任役員

泉田地区 今川地区

令和７年度（令和７年４月１日より令和８年３月３１日）

門徒会役員
男性２名
女性１名

（泉田・今川）　◎は年番長

令
和
七
年
度 

順
慶
寺
新
役
員
名
簿

令
和
７
年
度
か
ら
は
、
護
寺
会
執
行
部

が
三
年
任
期
で
交
代
し
、
新
し
い
役
員
が
選

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
表
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

左
表
に
は
、
役
職
も
記
入
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
役
職
は
、
４
月
19
日
・
20
日
の
蓮
師
会

の
際
に
開
催
さ
れ
る
、
護
寺
会
総
会
の
議
決

を
経
て
、
正
式
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
護
寺
会
会
長
は
、
三
年

任
期
の
三
年
目
で
留
任
と
な
っ
て
い
ま
す
。

刈
谷
市
仏
教
会
主
催

花
ま
つ
り
開
催
間
近

編
集
部
短
信

編
集
雑
記



日 曜 行　事　内　容 掃除当番

1 火
 寺カフェ（9：00～、順慶寺本堂南落間他）
 むつみ会総会（10：00～、順慶寺本堂）
 蓮師会事前連絡会（19：00～、順慶寺本堂）

2 水
3 木 木－１
4 金
5 土
6 日  （かりや花まつり、刈谷市仏教会主催、刈谷市みなくる広場他）
7 月  お楽しみ会（14：00～、順慶寺本堂）
8 火
9 水  予算教化委員会（14：00～、順慶寺本堂）

10 木 木 -2
11 金  男女助音講（16：00～、順慶寺本堂）

12 土
 タケノコ掘り・花祭り（9：00～、順慶寺他）
 誕生児初参り式（10：30～、順慶寺本堂）
 最高顧問会議（18：00～、順慶寺玄関）

13 日

14 月  男女助音講（16：00～、順慶寺本堂）
15 火  富士松真宗教団春季講座（13：30～、今岡町・乘願寺）

16 水
 おみがき・大掃除（8：30～、順慶寺）
 真宗講座（16：00～、順慶寺本堂）

17 木  花立て（8：30～、順慶寺） 木 -3
18 金  蓮師会準備（8：30～、順慶寺）
19 土

 蓮師会・護寺会総会（午前午後、順慶寺）
20 日
21 月  ２１組対抗ゴルフコンペ（ロイヤルＧＣ）
22 火
23 水
24 木 木 -4
25 金
26 土
27 日
28 月  宗祖聖人御命日（7：00、順慶寺本堂）
29 火
30 水

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
大
会
・
花
祭
り

誕
生
児
初
参
り
式

4
月
12
日（
土
）

　

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
大
会	

午
前
９
時
順
慶
寺
集
合

　

誕
生
児
初
参
り
式	

午
前
10
時
半
か
ら

　

花
祭
り	

午
前
11
時
か
ら

今
年
も
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
大
会
の
当
日
、

花
祭
り
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、そ
の
後
、

令
和
６
年
（
令
和
６
年
１
月
か
ら
12
月
）

に
誕
生
さ
れ
た
お
子
さ
ん
の
誕
生
児
初
参

り
式
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
三
頁
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

お
昼
に
は
、
お
勝
手
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

タ
ケ
ノ
コ
ご
飯
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

蓮
師
会
・
護
寺
会
総
会

4
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

	

午
前
10
時
・
午
後
1
時	

順
慶
寺
本
堂

	
法
話	

19
日　

慶
栄
寺
住
職 

瀧
義
範
氏

	
　

		

20
日　

蓮
成
寺
住
職 

青
木
馨
氏

本
年
も
、
順
慶
寺
三
大
法
要
の
一
つ
、
蓮

師
会
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
同
日

護
寺
会
総
会
、
護
寺
会
員
追
弔
会
も
開

催
す
る
予
定
で
す
。

本
年
か
ら
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
縁
が

で
き
る
よ
う
に
、
土
日
の
日
程
に
変
更
し

ま
し
た
。
護
寺
会
の
皆
さ
ま
は
、
万
障
繰

り
合
わ
せ
て
お
参
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
、
お
抹
茶
接
待
、
お
斎
も

準
備
し
て
お
り
ま
す
。

●
真
宗
講
座
の
新
講
師
決
定

４
月
よ
り
、
令
和
７
年
度
の
真
宗
講

座
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
の
講
師
は
、

同
朋
大
学
講
師
・
松
山
大
先
生
（
刈

谷
市
超
円
寺
）
を
迎
え
て
、
毎
月
16

日
午
後
4
時
か
ら
「
正
信
偈
を
後
ろ

か
ら
読
む
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話

い
た
だ
き
ま
す
。

●
富
士
松
真
宗
教
団
・
春
季
講
座
に
つ
い
て

富
士
松
地
区
の
真
宗
寺
院
で
つ
く
る

富
士
松
真
宗
教
団
に
よ
る
、
年
一
回

の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
講
師

は
、
稲
前
恵
文
氏
（
岡
崎
市
本
光

寺
住
職
）。「
親
鸞
聖
人
の
生
涯
に
学

ぶ
」
と
い
う
題
で
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
。
会
所
は
、
今

岡
町
乘
願
寺
様
。

●
順
慶
寺
墓
地
西
側
入
口
の
一
時
閉
鎖
に
つ
い
て

４
月
1
日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
、
順

慶
寺
境
内
西
側
墓
地
の
裏
口
に
あ
る

門
扉
を
、
故
障
に
伴
う
工
事
の
た
め
、

一
時
閉
鎖
し
ま
す
。
閉
鎖
期
間
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
南
側

墓
地
を
経
由
し
て
お
入
り
く
だ
さ
い
。

編
集
・
発
行
人
　
池
浦
裕
哉

印
刷
・
発
行
所
　
順
慶
寺
内

真
宗
大
谷
派
順
慶
寺	

郵
便
番
号
　
四
四
八
ー
〇
〇
〇
四

	

愛
知
県
刈
谷
市
泉
田
町
池
之
浦
三

郵
送	

郵
送
料
毎
月
百
円（
年
間
千
二
百
円
）

	

振
替
〇
〇
八
三
〇
ー
〇
ー
一
六
二
六
九

会
員
　
護
寺
会
員
に
は
五
百
円
に
て

	
一
年
間
郵
送
を
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　U

RL : http://w
w
w
.junkyoji.com

/
	

E-M
AIL : support@

junkyoji.com

連
絡
　
電
話 

〇
五
六
六（
二
一
）一
九
三
四

	

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
六（
二
六
）五
六
一
三

４月の主な行事予定
2025 年 4 月号　　　　【4】

おしらせ
花
見
だ
ん
ご

み
な
さ
ん
、
い
よ
い
よ
４
月
に
な
り

ま
し
た
。
新
入
学
、
新
入
社
、
新
学
期
と

な
り
ま
す
ね
。
何
だ
か
、
清
々
し
い
気
持

ち
に
な
る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
桜
の
季
節
に
花
見
だ
ん
ご

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
し
て
ピ
ン
ク
、
白
、

緑
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
一
説
に
、
ピ
ン
ク

が
桜
の
蕾
、白
が
桜
の
花
、緑
が
桜
の
葉
っ

ぱ
を
示
し
て
い
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ

う
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
三
色
だ
ん
ご
も
ピ

ン
ク
、
白
、
緑
な
の
で
、
ど
こ
が
ど
う
違

う
の
で
し
ょ
う
か
。
三
色
だ
ん
ご
は
、
ピ

ン
ク
は
桜
の
春
、
白
は
雪
の
冬
、
緑
は
新

緑
の
夏
を
さ
す
の
だ
そ
う
で
、
秋
が
な
い

の
で
、
厭
き
が
こ
な
い
と
い
う
意
味
だ
と

か
。
理
屈
で
す
ね
。

そ
う
言
え
ば
、
４
月
６
日
に
あ
る
刈
谷

仏
教
会
の
花
ま
つ
り
で
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
串
和
菓
子
が
で
る
そ
う
で
す
。

　　

花
見
団
子

花
見
団
子

五
色
の
白
き
よ
り
食
ぶ
る

五
色
の
白
き
よ
り
食
ぶ
る

猿
橋
統
流
子

猿
橋
統
流
子

4
月
行
事
内
容 

詳
細


